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種によりアミノ酸組成は著しく異なっているが，いずれも 32個のアミノ酸よりなるペプチドで， 1 位











作用を確認することである。ウナギカルシトニンについて C-C型 (Asu 型)を合成したところそ
の生理活性値は 3， 400 MRC u/喝を示した(天然型: 4, 200 MRC u/mg) 。このことから・カルシトニ
ンに含まれる s-s結合およびN末のアミノ基は，活性発現には必らずしも必要なものでないことが
明らかとなった。この物は s-s型とは異なり非常に安定で，その水溶液 (pH= 6 )を 650C にて 2 カ
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月以上放置しでも活性の低下は認められず， pH 10, 650C にでも 4 時間以上活性を持続した。さらにサ
ケとヒト型カルシトニンについても Asu 型を合成し各々高活性体を得た。 特にヒト型のものについ
ては天然型の活性が 100 ~ 200 MRC u/mg と報告されているのに対し，本研究にて合成した Asu型は
970 MRC u/喝の高い活性を示した。
Asu 型カルシトニンの免疫活性をウナギおよびヒト型について測定したところ， それらは各々天



















の存在に基因することを認め，この部分を立体的に等価な- CH2 -CH 2 一結合に置換した [ASU1 ， 7J -ウ
ナギカルシトニン， [ASU 1 ， 7J ーサケカルシトニン， [ASU 1 ， 7J ーヒトカルシトニンを相いついで合成し
た。これらは天然カルシトニンと同等あるいはそれ以上のホルモン活性を示したのみならず，天然形
に比較して顕著な安定性を持つことが明らかになった。このような [AsuJ ーカルシトニンが得られた
ことにより，将来高カルシウム血症，甲状腺機能充進症などの疾病治療薬としての利用への期待が生
じたのみならず\これを免疫学的に利用することにより甲状腺癌，肺癌等種々の病態をラジオイムノア
ッセイに基づいて診断するという重要な応用への可能性が生れたことにもなる。
以上のように本研究はわが国におけるペプチドホルモンの化学の前進に大きい寄与を果たしたと認
められ，理学博士の学位論文として価値高いものであると信じる。
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